
区
民
生
活
は
、

倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
、

社
会
保
障
の
切
り

捨
て
な
ど
深
刻
で

す
。
こ
う
し
た
時

こ
そ
、
港
区
が
区

民
の
た
め
に
税
金

を
使
う
べ
き
で
す
。

港
区
は
、
こ
の

十
年
間
、
少
な
い

年
で
一
七
億
八
千

万
円
、
多
い
年
は

七
二
億
三
千
万
円
の
黒
字
。
そ
の
結
果
六
七
一
億
円

の
積
立
金
（
貯
金
）
を
も
っ
て
い
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
「
区
民
の
税
金
は
区
民
の
た

め
に
使
う
」
自
治
体
と
し
て
当
た
り
前
の
財
政
運
営

を
行
う
よ
う
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
港
区
は
区
民
向
け
の
予
算
は
次
々
と

削
減
、
高
齢
者
の
紙
オ
ム
ツ
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま

で
も
切
り
捨
て
る
一
方
で
、
森
ビ
ル
な
ど
が
進
め
る

「
市
街
地
再
開
発
」
事
業
へ
は
二
百
億
円
も
の
区
民

の
税
金
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

大
企
業
の
再
開
発
へ
の
補
助
金
支
出
は
抜
本
的
に

見
直
し
、
港
区
の
豊
か
な
財
政
を
、
区
民
の
く
ら
し
、

福
祉
、
教
育
、
中
小
企
業
の
た
め
に
活
用
す
る
の
が

当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
区
政
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
た
め
今
年

も
が
ん
ば
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
区
議
会
で
、
中
学
校
の
普
通
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し

た
。
春
休
み
や
五
月
の
連
休
な
ど
に
工
事
を
行
い
、

今
年
の
夏
に
は
涼
し
い
環
境
で
勉
強
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
小
学
校
に
つ
い
て
も
区
は
、｢

来
年
夏

か
ら
の
利
用
に
向
け
て
早
期
の
整
備
に
努
め
る｣

（
熊

田
区
議
の
本
会
議
質
問
へ
の
答
弁
）
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
区
議
団
は
、
一
貫
し
て
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
実
現
を
迫
り
、
昨
年
の

九
月
議
会
の
代
表
質
問
で
は
「
来
年
の
夏
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
に
は
、
補
正
予
算
を
組
む
こ
と
が
必
要
」

と
提
案
し
て
い
ま
し
た
。
四
つ
の
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
連
名
の
請
願
や
教
職
員
組
合
の
請
願
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
、
全
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
連
名
の
陳

情
書
が
区
長
に
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
運
動
が
大
き
く

広
が
る
な
か
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

国
際
興
業
が
港
区
か
ら
芝

公
園
駐
車
場
と
の
交
換
に
よ
っ

て
手
に
入
れ
た
浜
松
町
二
丁

目
用
地
（
旧
少
年
運
動
広
場
）

を
、
民
間
都
市
開
発
推
進
機

構
（
民
都
）
が
買
い
上
げ
、

国
際
興
業
に
事
実
上
無
償
で

貸
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
土
地
交
換
に
あ
た
っ

て
港
区
は
議
会
で
「
十
年
間
転
売
禁
止
」
と
報
告
し

て
い
ま
し
た
。
国
際
興
業
は
、
税
金
が
減
額
さ
れ
、

事
実
上
無
償
で
土
地
を
借
り
て
利
益
を
得
る
と
い
う

構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。

港
区
と
国
際
興
業
と
の
間
で
土
地
交
換
契
約
が
結

ば
れ
た
の
は
昨
年
三
月
七
日
。
と
こ
ろ
が
契
約
前
の

二
月
二
六
日
に
、
民
都
か
ら
港
区
に
対
し
「
民
都
へ

の
譲
渡
及
び
民
都
か
ら
国
際
興
業
へ
の
譲
渡
」
の
承

諾
を
求
め
る
照
会
書
が
提
出
さ
れ
、
港
区
は
即
日

「
承
諾
」
の
回
答
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

議
会
で
も
解
明
を
求
め
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

東京都は、４０

０㎡以下の非住宅

用地の固定資産税

２割減免を来年度

も継続すると発表

しました。

区民のみなさん

の粘り強い運動の

大きな成果です。

共産党議員団は、

「高い固定資産税

から営業と住まい

を守る会」ととも

に、区民の「なぜ

固定資産税は下が

らないのか」とい

う声を示し、不服

申し立てや都税事

務所交渉などに取

り組んできました。

２割減免を来年

度以降も継続させ

るため、都議会に、

「来年度以降も減

免を継続すること」

などの請願署名に

取り組み、１６０

０名もの署名が寄

せられました。こ

の多くの声が、２

割減免継続に結び

つきました。

この請願には、

日本共産党、生活

者ネット、自治市

民が紹介議員とな

り、都議会に提出

しました。

自民、公明、民

主の各党は紹介議

員になりませんで

した。

固
定
資
産
税

の
二
割
減
免

みなさんの要求と運動が都を動かす

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
運
動
と
共
産

党
の
提
案
が
実
り
ま
し
た

芝
公
園
駐
車
場
と
の
交
換
で
手
に
入

れ
た
浜
松
町
二
丁
目
用
地
を｢

転
売｣

国際興業→民都機構

非
住
宅

用
地

毎年巨額の 積立金は

本
会
議
で
質
問
す
る
熊
田
ち
づ
子
区
議

浜松町2丁目用地（旧少年運動広場）

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

熊
田
ち
づ
子

２００３年１月

ＮＯ．４３
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毎
月
十
二
日

夜
六
時
～

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
連
絡
く
だ
さ
い



介

護

保

険

制

度

は

二

〇

〇

三

年

に

見

直

し

の

時

期

を

迎

え

ま

す
。
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
に
つ

い
て
、
国
は
来
年
度
か
ら
六
％
、
二

〇
〇
五
年
度
か
ら
は
十
％
に
引
き
上

げ
る
計
画
で
、
保
険
料
も
引
き
上
げ

る
方
向
で
す
。

党
区
議
団
は
、
高
す
ぎ
る
保
険
料

の
改
善
を
一
貫
し
て
求
め
、
区
独
自

の
保
険
料
・
利
用
料
軽
減
策
が
一
部

実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
条
件
が

高
齢
者
の
生
活
実
態
に
あ
っ
て
い
な

い
た
め
、
保
険
料
軽
減
の
適
用
者
は

区
の
予
測
を
大
き
く
下
回
り
、
昨
年

三
月
三
一
日
現
在
で
二
四
九
名
し
か

受
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

区
が
行
な
っ
た
調
査
で
も
、
「
保

険
料
が
高
く
年
金
で
は
支
払
い
が
難

し
い
」
「
収
入
が
減
っ
た
の
で
利
用

料
一
割
で
も
負
担
が
大
き
い
」
と
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
議
会
で
熊
田
区
議
は
、
区

独
自
の
保
険
料
・
利
用
料
の
軽
減
策

を
高
齢
者
の
生
活
実
態
に
あ
わ
せ
、

最
低
で
も
、
①
住
宅
費
を
配
慮
す
る

こ
と
、
②
預
金
三
百
万
円
の
条
件
を

は
ず
す
こ
と
、
③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
三
％
負
担
を
継
続
す
る
よ
う
国
に

求
め
る
こ
と
、
④
国
が
六
％
に
引
き

上
げ
た
場
合
で
も
、
港
区
独
自
で
三

％
負
担
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
、
な
ど

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
特
養
ホ
ー
ム

の
待
機
者
が
七
七
〇
名
（
二
〇
〇
二

年
十
月
一
日
現
在
）
と
い
う
実
態
に

見
合
う
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
計
画
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
社
会
全
体
で
支
え
る

の
が
介
護
保
険
制
度
」
と
述
べ
、
保

険
料
・
利
用
料
の
改
善
や
、
待
機
者

数
に
見
合
う
特
養
ホ
ー
ム
建
設
の
願

い
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
制
度
へ
の
改
善
を
求
め
ひ
き
つ
づ

き
が
ん
ば
り
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
な
ど
四
団
体
が
、

七
月
の
「
決
起
集
会
」
に
続
い
て
、

十
一
月
七
日
に
外
形
標
準
課
税
断
固

反
対
の
「
総
決
起
大
会
」
を
開
催
。

区
商
連
の
役
員
の
方
々
を
含
め
、
全

国
か
ら
千
三
百
人
が
参
加
し
「
外
形

標
準
課
税
導
入
に
絶
対
反
対
」
「
消

費
税
の
改
悪
に
反
対
」
な
ど
の
大
会

決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
う

し
た
声
に
お
さ
れ
、
当
面
中
小
企
業

を
除
く
外
形
課
税
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
一
度
導
入
さ
れ
れ
ば
、
い

つ
中
小
企
業
へ
拡
大
さ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
全
体
の
九
割

以
上
が
増
税
と
な
る
外
形
標
準
課
税

は
、
深
刻
な
不
況
に
苦
し
む
中
小
企

業
に
さ
ら
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る

も
の
で
す
。
加
え
て
政
府
税
調
で
は
、

消
費
税
の
十
六
％
へ
の
大
増
税
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
港
区
の
経
済
の
担

い
手
で
あ
る
中
小
企
業
を
ま
も
る
た

め
、
区
と
区
議
会
が
外
形
標
準
課
税

導
入
反
対
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
よ
う
議
会
で
提
案
し
ま
し
た
。

区
長
も
他
党
も
意
見
書
提
出
に
消

極
的
で
ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

断
固
反
対
の
声
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

保険料・利用料の減免拡充、待機者数
に見合う特養ホームの建設を

外
形
標

準
課
税
反
対
の
意
見
書
提
出
を
提
案

熊田区議質問 芝公園では、発掘

調査の結果、惣門付近から基礎石組

みが出土し、教育委員会と西武鉄道

で保存・公開などの協議が行なわれ

ています。保存や、出土した基礎石

組みなどの活用については区民の声

を反映させることが重要です。協議

状況を随時議会に報告し区民の納得

の上で最終的な確認をすべきです。

西武鉄道による破壊・移設された

文化財の調査はまったく不十分なた

め、教育委員会が独自の追跡調査を

行なっていますが、「広報みなと」

やホームページでも情報提供を呼び

かけ、区民や文化財関係者などのネッ

トワークを活用すべきです。

教育長答弁 出土した石材の保存・

活用について、教育委員会の提案を

事業者に示した。事業者に具体的な

対応案を検討させている。案が出た

段階で議会に報告する。惣門の補修、

芝公園の歴史を後世に伝えていく方

途なども、その都度報告する。文化

財関係者等のネットワークを活用す

る方法を検討し、調査の精度を一層

高める。

どのマンションでも建替えや大規模修繕の問題は重要な課題です。

党区議団は、マンション問題の解決へ次の質問を行いました。

①大規模修繕の調査・診断費用の助成制度をつくること。

②長期修繕計画作成への支援・助成策を検討実施すること。

③大規模修繕工事の資金不足の事態をなくすため、管理組合が融資を受ける際の

利子補給制度、助成制度を区として実施すること。

日本共産党港区議団のホームページができました。ぜひご覧下さい

http：//www.jcp-minatokugidan.gr.jp

第４回定例区議会本会議で熊田区議が質問芝公園


